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トピックストピックス

　室蘭工業大学大学院工学研究科の小野頌太教授、電気
通信大学の末元徹客員研究員（東京大学名誉教授）らの
共同研究グループは、数百フェムト秒で金属が発光する
メカニズムの解明について研究成果を発表いたしました。

《研究のポイント》
　・�貴金属、遷移金属、軽金属などが発光するメカニズ

ムを明らかにしました。
　・�発光の強さは金属表面を伝わる「光と電子の複合粒

子の寿命」で決まることを明らかにしました。
　・�発光の寿命は「電子と格子の相互作用の強さ」で決

まることを明らかにしました。

《研究の概要》
　室蘭工業大学大学院工学研究科の小野頌太教授、電気
通信大学の末元徹客員研究員（東京大学名誉教授）らの
共同研究グループは、15種類の金属に対する超高速発光
分光実験を行い、スーパーコンピューターを活用した量
子力学的計算および光学定数データベースを活用したモ
デル計算を行うことで、数百フェムト秒（ 1 フェムト秒
=10-15秒）の発光寿命と、数百倍の物質差異がある発光
強度を説明することに成功しました。本成果を基盤とし
て、金属発光の基礎的理解が発展し、新たなプラズモ
ニック合金の応用研究などに繋がることが期待されます。
　これらの研究成果は、 1 月27日に米国物理学会発行の
Physical�Review�B誌に掲載されました（責任著者：末
元徹、小野頌太）。

　本研究は、室蘭工業大学、電気通信大学、東京大学物
性研究所の共同研究として実施されました。

《研究の内容》
　発光ダイオード（LED）やレーザーなど、半導体を
使った発光素子はその性能向上を目的として、世界中で
研究開発が活発に行われています。物理学において「発
光」とは、物質中の負の電荷をもつ「電子」と正の電荷
を持つ「正孔（またはホール）」と呼ばれる粒子とが再
結合することで生じる現象です。金属中では電子が自由
運動することで、正孔の存在を瞬時に隠してしまうため、
金属は光らないと考えられていました。
　1969年に、寿命の長い特殊な正孔をつくることで、金

（Au）や銅（Cu）などの貴金属も発光することが報告
され、金属発光に関する研究が始まりました。さらに、
2003年には、表面ナノ構造を持った貴金属で発光強度が
増大すること、発光スペクトルの幅が近赤外領域まで広
く伸びていることが報告され、この研究を端緒として貴
金属以外の金属における発光の研究への道が開かれまし
た。一方で、発光がどれくらいの時間持続するのか（発
光寿命の問題）、光る金属と光らない金属の物質差異

（発光強度の問題）については、20年以上の未解決問題
となっていました。
　本研究では、独自に開発した高感度フェムト秒発光分
光法を用いて15種類の金属の発光を系統的に調べました

（図 1 ）。同時に、スーパーコンピューターを活用した量
子力学的計算および光学定数データベースを活用したモ

数百フェムト秒で金属が発光するメカニズムの
解明について

図 1 ：�15種類の金属の発光強度分布。数値は単位時間あたりのフォトン（光子）カウント数
（count/sec）。貴金属Cu、Ag、Auの発光強度が大きい。pymatvizを用いて作成。
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デル計算を行い、発光寿命と発光強度を理論的に予測し
ました。理論予測は、数百フェムト秒（ 1 フェムト秒
=10-15秒）の発光寿命と、数百倍の物質差異がある発光
強度に関する実験結果とよく一致し、世界で初めて様々
な金属の超高速発光を統一的に説明することに成功しま
した。
　本現象には、電子と正孔だけでなく、「フォノン」と
呼ばれる格子振動の量子や、「表面プラズモンポラリト
ン」と呼ばれる金属表面上でのみ存在できる光と電子の
複合粒子との複雑なエネルギーの授受が関与しています。
本研究は、この複雑な現象の本質を抽出したモデルを考
案し、発光寿命と発光強度を定量的に説明できることを
示した点において、基礎科学の発展に大きく貢献する成
果です。また、本モデルを合金の発光に応用することで、
新たな発光素子の研究開発に発展するものと期待されま
す。

《論文情報》
論文名：�Comprehensive� study� of� the� luminescence�

properties�of�elemental�metals
雑誌：Physical�Review�B
著者名：�Tohru� Suemoto* , � Shota Ono** , � Akifumi�

Asahara,�Tsuyoshi�Okuno,�Takeshi� Suzuki,�
Kozo� Okazaki,� Shuntaro� Tani,� and� Yohei�
Kobayashi

URL：�https://journals.aps.org/prb/abstract/10.1103/
PhysRevB.111.035150

《研究助成》
　本研究は、科学研究費補助金基盤研究（C）「超高速
発光分光法による金属研究の開拓」（代表：末元徹、研
究課題：JP20K03823）による支援を受けて行われまし
た。また、本研究の計算結果は、東京大学物性研究所
スーパーコンピュータセンターと東北大学金属材料研究
所計算材料学センターのスーパーコンピューティングシ
ステムを活用して得られました。

《用語解説》
※ 1　フォノン
　�格子振動の量子。格子は原子が周期的に並んだもので

あり、原子の振動が集団的に伝わる現象を量子力学的
に表す概念。本研究では、励起電子の余剰エネルギー
がフォノン集団に流れるのにかかる時間が「発光寿
命」であることが明らかになった。
※ 2　表面プラズモンポラリトン
　�金属表面を伝わる特殊な電磁波。「Surface�Plasmon�

Polariton」の頭文字を取りSPPと略される。プラズモ
ンとは、金属中の自由電子の集団振動を指し、ポラリ
トンは光と分極（ここではプラズモン）との相互作用
により生じる混成波である。特に表面に沿って伝わる
ポラリトンを、表面プラズモンポラリトン（SPP）と
呼ぶ。本研究では、SPPの寿命が長い金属では、「発
光強度」が大きいことが明らかになった。

https://journals.aps.org/prb/abstract/10.1103/PhysRevB.111.035150
https://journals.aps.org/prb/abstract/10.1103/PhysRevB.111.035150


2025年 3 月号

－　3　－

　この事業は、札幌商工会議所、北海道経済連合会、
ノーステック財団、北海道ニュービジネス協議会の連携
事業として、理工系学生の本道定着、ものづくり産業の
振興、起業家の育成、北海道経済の活性化に寄与するこ
とを目的に実施しており、令和 6 年11月20日（水）に発表
会が行われました。本学からは、JST　START事業で
学内起業人材育成活動に参加している 6 名の学生が、製
品化支援コース 1 件、起業支援コース 1 件の計 2 件の発
表を行い、いずれも優秀賞を受賞しました。

【受賞内容】
第 7回学生アイディアプレゼンテーション
製品化支援コースの部　優秀賞
テーマ：「�GreenLaser　有機農業の未来を切り開くソリュー

ション」
竹内大訓（創造工学科建築土木工学コース土木工学ト
ラック 4 年）
小笠原悠人（北沢祥一研究室　大学院工学研究科博士前
期課程 1 年生産システム工学系専攻航空宇宙総合工学
コース）
渡邉　陸（畠中和明研究室　大学院工学研究科博士前期
課程 1 年生産システム工学系専攻航空宇宙総合工学コース）
蛯名啓太（創造工学科航空宇宙工学コース 3 年）

【受賞者コメント】
＜竹内大訓さん＞
　全道大会、全国大会で自分たちのアイデアを披露でき
る機会をいただけたこと、大変光栄に思います。この成
果は、 4 月からコツコツと続けてきたメンバー全員の努
力の賜物、頑張りの結晶です。また、プロジェクトにご
協力戴いた農家の方々、ご指導いただいた柴田先生に心
より感謝申し上げます。
　皆さまの支えがあったからこそ、ここまでたどり着く
ことができました。
　これからは、農家の皆さまのお役に立てるよう、更に
開発に取り組んでいきたいと思います。

第 7回学生アイディアプレゼンテーション　
起業支援コースの部　優秀賞
テーマ：「�熱電変換素子を用いた融雪道路の運転費用低

コスト化」
宮下陽光（江口光研究室　大学院博士前期課程 1 年�生
産システム工学系専攻航空宇宙総合工学コース）
木村魁人（内海政春研究室　大学院博士前期課程 1 年�
生産システム工学系専攻航空宇宙総合工学コース）

【受賞者コメント】
＜宮下陽光さん＞
　除雪問題は北海道で生活する我々にとって避けて通れ
ない課題です。このコンテストで我々の提案内容を発表
する機会をいただき、優秀賞を受賞できたことを大変光
栄に思います。助言やアドバイスをいただいた方々に心
より感謝申し上げます。
　これからも自らの研究活動と並行して、今回のような
社会課題の解決にも目を向けられる技術者を目指して努
力していきたいと考えております。

　なお、テーマ：GreenLaserは、福岡市で行われた飲
料メーカー redbull主催の学生ビジコン国内最終発表

（redbullBASEMENT）の10チームに残り、世界大会出
場権を目指しましたが、惜しくも優勝を逃しました。

道内学生の製品化・事業化アイディア実現支援事業
第 7 回学生アイディアプレゼンテーションにおいて、

本学学生 2 グループが優秀賞を受賞

トピックス
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製品化支援コースの部で優秀賞を受賞した 4 名
（右から渡邉陸さん、小笠原悠人さん、竹内大訓さん、蛯名圭太さん）

製品化支援コースの表彰状

起業支援コースの表彰状起業支援コースの部で優秀賞を受賞した
右：宮下陽光さん、左：木村魁人さん
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　令和 6 年12月18日（水）に日本液体微粒化学会の第33回
微粒化シンポジウムにおいて、本学学生が優秀講演賞を
受賞しました。日本液体微粒化学会は全国規模の学会で、
毎年100名以上の参加があり、その学会のうち学生講演
者に贈られるものです。

【受賞内容】
第33回微粒化シンポジウム　優秀講演賞
題目：超音波振動の援用による塗料微粒子の付着特性
土井裕一朗（生産システム工学系専攻 2 年）
葛井夏来（創造工学科航空宇宙工学コース 4 年）
斎藤寛泰（芝浦工業大学　教授）
佐藤圭峰、和田好隆、植木義治（マツダ株式会社）
廣田光智（大学院工学研究科　教授）

【受賞コメント】
　この度は、微粒化シンポジウムにおいて優秀講演賞を
受賞することができ、大変光栄に存じます。本研究の遂
行にあたり、多大なご指導を賜りました廣田光智教授を
はじめ、共同研究先の皆様、研究を支えてくださった推
進工学研究室の皆様に心より感謝申し上げます。
　これを励みに、より一層研究に邁進してまいります。

本学学生が第33回微粒化シンポジウムにおいて
優秀講演賞を受賞

表彰状左から、廣田光智教授、土井裕一朗さん、葛井夏来さん
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　令和 6 年11月26日（火）に一般社団法人日本燃焼学会の
第62回燃焼シンポジウムにおいて、本学の学生が優秀プ
レゼンテーション賞を受賞しました。全国規模の本学会
は、毎年500名以上の参加があり、その学会でのポス
ター講演に贈られるものです。該当者54名の中から 4 名
が選ばれました。

【受賞内容】
第62回燃焼シンポジウム　優秀プレゼンテーション賞
講演題目：超音波が固体壁面の燃焼堆積物に及ぼす影響
佐藤階梧（生産システム工学系専攻 2 年）
斎藤寛泰（芝浦工業大学　教授）
佐藤圭峰（マツダ株式会社）
廣田光智（大学院工学研究科　教授）

【受賞コメント】
　今回の発表題目は自動車メーカー各社共通の課題であ
る燃焼生成物の堆積に関するものであり、燃焼を専門と
する本シンポジウムの参加者に関心を持っていただけた
ことが大変嬉しく思います。指導してくださった廣田先
生や、共同研究者として参画してくださった芝浦工業大
学の斎藤先生、マツダ株式会社の佐藤様、及び研究室の
皆様に改めてお礼申し上げます。

本学学生が第62回燃焼シンポジウムにおいて
優秀プレゼンテーション賞を受賞

表彰状左から、斎藤寛泰教授、佐藤階梧さん、廣田光智教授
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　室蘭工業大学MONOづくりみらい共創機構パブリッ
クリレーションズオフィスでは「室蘭工業大学の知られ
ざる価値を地域に届ける」ことを目標に活動しています。
その活動の一つである、室蘭工業大学の教職員の皆さん
と協働で推進する「社会的インパクト表現プロジェク
ト」がスタートしました。
　ニュースレター第 2 号では、パブリックリレーション
ズオフィス長の山中真也教授が進めているプロジェクト

「だてプロ」の活動を社会的インパクト表現プロジェク
トの 9 つの指標のうち 2 つの指標を使って振り返った記
事となります。また、自身の専門分野とは一見異なる活

動に対するハードルを下げ、より身近に感じていただけ
ればとの想いも込められています。
　ぜひ、ご覧いただき、アンケートへのご協力をお願い
いたします。

アンケートフォーム
https://forms.office.com/r/EfeunrSL4i

お問い合わせ先：
室蘭工業大学パブリックリレーションズオフィス
office-pr@muroran-it.ac.jp

室蘭工業大学パブリックリレーションズオフィス
ニュースレター第 2 号を発行

https://forms.office.com/r/EfeunrSL4i
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　令和 7 年 1 月22日（水）に本学大会議室で生成AIを活
用するにあたってのプロンプトの基本とこつを紹介し、
生成AIに慣れ親しむことを目的として、「DXミニセミ
ナー（生成AIを活用してみよう）」を開催しました。
　今回利用した生成AIは、本学で令和 6 年 7 月下旬か
ら業務実証プロジェクトで利用している「Microsoft�
365�Copilot」となっています。本生成AIはMicrosoft�
Corporation（本社：米国ワシントン）から提供されて
おり、Microsoft�365に組み込まれているSaaS系生成AI
であることから、開発が不要ですぐに使い始めることが
できます。また、本生成AIは本学の業務でも利用して
いるWordやExcel、PowerPoint等のMicrosoft�365内の
アプリで利用することができ、会議の要約やメール文案
の作成等、日常業務の効率化が期待できます。さらに、
ユーザーデータや組織内データを保護しており、AIモ
デルの学習に利用されることはなく、組織内データの流
出を防ぐ等、高いセキュリティ環境下で利用可能となっ
ています。
　セミナーの冒頭では、本学デジタル・キャンパス推進
室�齊藤室員が「Microsoft�365�Copilot活用-プロンプト
の基本とこつ-」と題して、プロンプトの基本構成要素、
作成手順及び作成のこつを紹介しました。その後、グ

ループワークとして「Copilotで 4 コマまんがを作成し
てみよう！」が行われ、本学の公式マスコットキャラク
ター「ムロぴょん」が登場する 4 コマまんがの作成に取
り組みました。プロンプトで「ムロぴょん」を作成する
際には難しさもあり、各グループが多様な「ムロぴょ
ん」を生成し会場は大いに盛り上がりました。セミナー
の最後には日本マイクロソフト株式会社の服部氏から、
作成された 4 コマまんがについて総評をいただきました。
当日は本学職員20名が参加した他、デジタル・キャンパ
ス推進室�佐藤室長も本セミナーに陪席しました。
　実証は令和 7 年度も継続して行う予定であり、業務の
効率化等につながる生成AIの業務利用を推進していき
ます。

　本学の生成AI業務実証プロジェクトに関する記事は
こちらからご覧いただけます。

※�Microsoft、Excel、PowerPointは、米国Microsoft�
Corporationの米国およびその他の国における登録商
標または商標です。Microsoft� 365は、Microsoft�
Corporationが提供するサービスの名称です。

「DXミニセミナー（生成AIを活用してみよう）」を開催

デジタル・キャンパス推進室齊藤氏からの挨拶 熱心に説明を聞く参加者

https://muroran-it.ac.jp/guidance/info/post-54519/
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作成された 4 コマまんがの発表の様子 日本マイクロソフト株式会社服部氏による総評
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　令和 6 年12月20日（金）に本学デジタル・キャンパス推
進室及び総務広報課が主催する「GOOD�ACTIONシェ
アリング2024」が、本部棟 3 階大会議室とオンラインの
ハイブリッド形式で開催されました。本イベントは、本
学事務職員が取り組んだGOOD�ACTION（新しい取組
み・業務工夫）を共有し合い、お互いに称賛することで、
GOOD�ACTIONが自発的かつ持続的に行われる意識を
醸成すること及び他大学の職員との交流を通じて業務改
善に関する情報共有と大学間連携を促進することを目的
としています。
　第 2 回目となる今回は、北海道教育大学、旭川医科大
学、札幌医科大学の職員からの発表者を含む計 9 グルー
プ（12名）が発表を行い、会場には約30名（登壇者含
む）が集まり、オンラインでは約190名（会場出席者含
む）が視聴しました。
　まず初めに、デジタル・キャンパス推進室�齊藤室員
から本イベントの趣旨説明が行われ、その後 5 つの発表
が実施されました。後半にはさらに 4 つの発表が行われ、
デジタル・キャンパス推進室�佐藤室長から「寒い中、
忙しい中で集まっていただき情報交換ができたこと嬉し
く思います。各発表について皆様の思いが伝わったので、
それらをしっかり受け止めさせていただきます。」と発

表者全員に対する称賛の言葉が贈られ、その後、佐藤室
長から発表者へ景品が贈呈されました。
　「GOOD�ACTIONシェアリング」は来年度以降も継続
して開催される予定であり、本イベントを通じて職員の
モチベーション向上と他大学の職員との情報共有を行っ
てまいります。

発表タイトル
①�Microsoft�Bookingsを用いた面接日時予約のオンライ

ン化（室蘭工業大学）
②�Amazonビジネスアカウントの全学的導入による購買

事務の効率化（旭川医科大学）
③�電子申請システムを使ったインターネット出願・検定

料、入学金収納（札幌医科大学）
④Boxで共同編集を使ってみた（室蘭工業大学）
⑤学生情報入力業務のRPA活用（北海道教育大学）
⑥生成AIを使ってみました（室蘭工業大学）
⑦�AI議事録作成ツールから見る「いまとこれから」（北

海道教育大学）
⑧利用しやすいExcelデータ（室蘭工業大学）
⑨forms利用＋α（室蘭工業大学）

GOOD ACTIONシェアリング2024を開催

②旭川医科大学　岡田氏①本学総務広報課（左）青木係長、（右）長濵谷氏
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④本学経理課　練生川主任

⑧本学IR室IR専門員　小師氏

⑥本学経営企画課　白川部係長

③札幌医科大学（左から）堀切氏、岡本氏、金井氏

⑦北海道教育大学　堤氏

⑤北海道教育大学　工藤氏
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会場の様子

参加者集合写真

⑨本学研究推進課　木村係長

トピックス
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経営企画課デジタル・キャンパス推進室�齊藤室員による講演

　令和 7 年 1 月30日（木）に日本マイクロソフト株式会社
主催「Microsoft�大学ユーザー会�新春2025」が同社品川
本社及びオンラインのハイブリッド形式で開催され、本
学経営企画課デジタル・キャンパス推進室�齊藤室員が
登壇しました。
　本ユーザー会では、高等教育機関向けにMicrosoftの
最新ソリューション紹介や各大学の先進事例紹介があり、
本学からは事例講演「Microsoft�365�Copilotで実現する
AI利活用に向けたマインド醸成」と題して、齊藤室員

から、本学で行っているMicrosoft�365�Copilot業務実証
プロジェクトについて、これまでの取り組みと今後の展
望に関する講演を行いました。
　本ユーザー会の後半には各大学参加者とのグループ
ディスカッションが行われ、他大学のDX推進に関する
状況等の情報交換を行うなど、非常に有意義な時間とな
りました。
　今後もDX推進に向けて、生成AIのみならず、学生
サービスやその他業務に係るDXを推進していきます。

「Microsoft 大学ユーザー会 新春2025」に
本学職員が登壇
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　室蘭工業大学と室蘭市及び地域自主防災会（東明地区
連合町会自主防災会・東地区自主防災会）は、令和
7 年 2 月12日（水）本部棟中会議室において、災害発生時
における避難所の設置運営に関する協定の締結式を行い
ました。
　この協定は、津波などの災害が発生した場合又は発生
するおそれのある場合に、室蘭市の指定緊急避難場所と
して指定されている本学体育館を避難所とし、開設・運
営を地域自主防災会が担い、室蘭市が物資輸送などで支

援するという避難所設営の円滑化を図るものです。
　締結式には、本学の松田学長、室蘭市の青山市長、東
明地区連合町会自主防災会の八木橋会長及び東地区自主
防災会の木村会長が出席し、本学・室蘭市・東明地区連
合町会自主防災会による三者協定及び本学・室蘭市・東
地区自主防災会による三者協定の二つの協定書にそれぞ
れ署名しました。
　松田学長からは「地域の皆さまに寄与できるようにし
たい。」旨の挨拶がありました。

室蘭市及び地域自主防災会との災害発生時における
避難所の設置運営に関する三者協定を締結

松田学長の挨拶 協定書を手にする
（左から）八木橋会長、松田学長、青山市長、木村会長
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　令和 7 年 2 月 7 日（金）に本部棟大会議室において、令
和 6 年度室蘭工業大学拡充期成会役員会を開催しました。
　本会は、室蘭商工会議所会頭や本学同窓会長等を構成
員として毎年本学の活動状況報告や研究紹介等を行って
いるものですが、令和元年 8 月の開催を最後に、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止のために開催を中止・延期

しておりました。
　 5 年ぶりの開催となる今年度は、佐藤孝紀理事（総
務・財務）より本学の活動状況について報告があったほ
か、もの創造系領域　浅田拓海准教授より「ICT/AIを
活用した移動空間のビッグデータ構築とマネジメント高
度化」と題して研究紹介がありました。

令和 6 年度室蘭工業大学拡充期成会役員会を開催

挨拶する室蘭商工会議所中田会頭

研究内容を紹介する浅田准教授

活動状況を報告する佐藤理事

役員会の様子
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　令和 7 年 2 月18日（火）に令和 6 年度の北海道科学技術
賞・北海道科学技術奨励賞の受賞式が札幌市内で行われ、
浅田拓海准教授が北海道科学技術奨励賞を受賞しました。
　北海道科学技術奨励賞は、本道を主な拠点として本道
の発展に寄与する科学技術上の優れた発明、研究等を行
い、今後の活躍が期待される若手研究者に対し、知事表
彰として贈呈されるものです。

【北海道科学技術奨励賞】
浅田�拓海（大学院工学研究科　准教授）
＜功績名＞

「北海道の道路ネットワーク健全化のためのデジタルメ
ンテナンス技術の構築と社会実装」

【参考リンク】
令和 6 年度北海道科学技術賞及び北海道科学技術奨励賞
について（北海道公式ホームページ）

【受賞者コメント】
　この度は、栄誉ある北海道科学技術奨励賞を賜り、大
変光栄に存じます。
　積雪寒冷地に属する北海道の広大な道路ネットワーク
を維持するためには、デジタルメンテナンス技術の構築
と社会実装が不可欠です。また、インフラ老朽化への関
心の高まりとその対策への期待が、この受賞につながっ
たものと受け止めております。本研究は、学生時代から
取り組んできたものであり、長年にわたり道内各地の関
係者の皆様、そして多くの学生の皆さんから多大なるご
協力と激励をいただきました。成果を実らせることがで
き、感無量です。心より感謝申し上げます。
　今後も本技術や独自の測定ビッグデータを活用し、北
海道の地域社会に貢献できるよう精進してまいります。
引き続きご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げ
ます。

浅田拓海准教授が令和 6 年度
北海道科学技術奨励賞を受賞

下段左下：浅田准教授��上段左上：松田学長北海道科学技術奨励賞を受賞した浅田拓海准教授

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/ssg/209910.html
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/ssg/209910.html
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　令和 7 年 2 月20日（木）にアールベルアンジェ室蘭にて
留学生交流推進懇談会及び留学生交流会を開催しました。
　懇談会では、室蘭や登別の留学生支援団体のご出席の
もと、本学の留学生受入状況等の報告を行いました。そ
の後、地域における留学生交流の推進について意見交換
を行い、今後の交流事業に活かしていくこととしました。
　懇談会終了後は、帰国・就職等で室蘭を離れる留学生
の送別会として、学長主催の留学生交流会を開催しまし
た。この交流会には留学生、教職員等の学内関係者の他
に、地域の支援団体等の学外関係者合わせて約80名が出

席しました。
　交流会では、来賓代表挨拶として青山剛室蘭市長から
卒業・修了留学生へお祝いのお言葉を頂戴し、その後、
留学生による踊りや演奏などのアトラクションが披露さ
れ、参加者の方々は興味深く聴き入っていました。交流
会中は、本学を去る留学生との会話に花を咲かせ、別れ
を惜しむ姿が見受けられました。
　交流会の最後には記念撮影が行われ、大きな拍手のな
か閉会となりました。

令和 6 年度留学生交流推進懇談会
及び留学生交流会を開催

卒業生・修了生による挨拶 留学生によるアトラクション

記念撮影
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MONOづくりみらい共創機構「プレ共同研究」（4回目）の採択

　令和 6 年度MONOづくりみらい共創機構プレ共同研究（ 4 回目）公募の結果、次のとおり採択されました。
　本事業は、本学教員と民間機関等との研究者が、次年度以降において民間機関等との共同研究へ発展させるための前段
階に相当する共同研究に対して助成を行うものです。

研究代表者・職・氏名 民間企業等 採択金額
（千円）

もの創造系領域
　准教授　　中　田　大　将 ㈱植松電機 495

合　　　　　計（ 1 件） 495

情報・資料情報・資料
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MONOづくりみらい共創機構「プレ共同研究」（5回目）の採択

　令和 6 年度MONOづくりみらい共創機構プレ共同研究（ 5 回目）公募の結果、次のとおり採択されました。
　本事業は、本学教員と民間機関等との研究者が、次年度以降において民間機関等との共同研究へ発展させるための前段
階に相当する共同研究に対して助成を行うものです。

研究代表者・職・氏名 民間企業等 採択金額
（千円）

もの創造系領域
　教　授　　梶　原　秀　一 日鉄ファーストテック㈱ 500

合　　　　　計（ 1 件） 500
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外 部 資 金外 部 資 金

民間等との共同研究の受入れ

研究代表者・職・氏名 相手方区分 金　額
（千円）

もの創造系領域
　准教授　　湊　　　亮二郎 中 小 企 業 780

もの創造系領域
　准教授　　湊　　　亮二郎 中 小 企 業 520

もの創造系領域
　准教授　　湊　　　亮二郎 中 小 企 業 520

合　　　　　計（ 3 件） 1,820

※大企業・中小企業の別は、中小企業基本法（昭和38年法律第154号）第 2条による。
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奨学寄附金の受入れ

寄  附  者 目　的 金　額
（千円）

JFEプラントエンジ株式会社 工 学 教 育 助 成 300

株式会社砂子組 寄 附 講 座 2,000

株式会社構研エンジニアリング 寄 附 講 座 1,000

勇建設株式会社 寄 附 講 座 2,000

北電総合設計株式会社 寄 附 講 座 1,000

大日本ダイヤコンサルタント株式会社 工 学 研 究 助 成 1,500

株式会社クレスコ・ネクシオ 工 学 教 育 助 成 150

個人寄附者（ 1 件） 工 学 教 育 助 成 10

公益社団法人石油学会 工 学 研 究 助 成 124

個人寄附者（ 1 件） 工 学 研 究 助 成 250

合　　　　　計（10件） 8,334

外部資金



2025年 3 月号

－　24　－

人　事　異　動

国立大学法人
室蘭工業大学長発令

発令年月日 異　動　内　容 氏　　名 現　　　　　職

〈採　用〉

令和 7年 3月 1日 クリエイティブコラボレーションセンター　
技術補佐員

池 田 美 香

〈雇用期間更新〉

令和 7年 3月 1日 藤 田 桂 子 入試戦略課国際交流室　
事務補佐員

人　　　事人　　　事
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学 内 会 議学 内 会 議

学内各種委員会等の開催学内各種委員会等の開催

＜ 1 月25日～ 2 月24日＞

開催日時 令和 7年 1月28日（火）
会 議 名  第17回企画戦略会議

開催日時 令和 7年 1月30日（木）
会 議 名  第 9回教育研究評議会

開催日時 令和 7年 1月30日（木）
会 議 名  第27回役員会

開催日時 令和 7年 2月 4日（火）
会 議 名  役員会（臨時）

開催日時 令和 7年 2月 4日（火）
会 議 名  第18回企画戦略会議

開催日時 令和 7年 2月12日（水）
会 議 名  第 6回経営協議会

開催日時 令和 7年 2月12日（水）
会 議 名  第28回役員会

開催日時 令和 7年 2月13日（木）
会 議 名  第 5回教授会・工学研究科委員会

開催日時 令和 7年 2月18日（火）
会 議 名  第29回役員会

同じ日付でも
省略しないこと
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日　　　誌日　　　誌

同じ日付でも
省略しないこと

2 月13日（木） コンピュータ科学センター　ASPIRE×
さきがけワークショップ（14日まで）

学内行事学内行事

1 月27日（月） MONOづくりみらい共創機構　第 1 回
みらい共創会議（札幌市）

2月 1日（土） 室蘭工業大学同窓会新年交礼会（札幌市）
2月10日（月） 令和 6年度第 3回北海道ユニバーシティ

アライアンス運営会議（オンライン）
2月10日（月） 令和 6年度第 3回国立大学協会北海道地

区支部会議（オンライン）
2月13日（木） はこだて未来大学第 3回経営審議会（オ

ンライン）
2月18日（火） 北海道科学技術奨励賞　授賞式（札幌市）
2月19日（水） 第 1回鹿サミット（札幌市）
2月20日（木） 2024年度留学生交流推進懇談会・留学生

交流会（室蘭市）

学外行事学外行事
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准
教
授   
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山 
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也

教
　
授   

水 

上 

雅 

人

①変形菌分類学
②海からも山からも近く、豊かな生態系を
相手に多様な研究に挑戦できるところ。
③図書館：新しくなって自習にも快適そう。
図書館職員さんも文献調査など素早く対
応くださり助かっています。

①土木構造工学、衝撃工学
②山に囲まれており静かな環境なので、勉
強・研究に適している。
③大学構内全体・北海道らしく自然が豊か
なので、毎年四季に合わせた綺麗な桜
や紫陽花、紅葉などが見れます。

①道路工学・土木計画学、ICT・AI・デジ
タルツインによる地域・道路の体力診断
と長寿命化

②地の利を生かした「室工大発・学生発」
の研究、開発が行える。

③TENTOです。ホットサンドやドリンクの
レベルが高い。コミュニケーションやゼ
ミの場としてもGood。

①粉体工学、教育・研究・地域連携
②自然（海、川、山）あり工業地帯あり。� �
これほど多くのお手本と刺激がある空間
は他にないと思います。

③U棟とY棟の間。

①ロボット工学、精密工学
②ものづくり教育に力を入れている。札幌
と函館の中間地点。

③ロボットアリーナ（小中学生向けイベント
等で活躍、ホビーロボットもいる）

室蘭工業大学に所属する教員・職員に
専門分野、業務内容、室工大の

Good Pointなどを聞いてみました。

室蘭工業大学
人物図鑑

①専門・業務内容
②室工大のGood Point
③室工大で好きなspot
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2025年 3 月号

室蘭工業大学のキャラクター「ムロぴょん」

■編集発行　　室蘭工業大学総務広報課
　　　　　　　〒050-8585　室蘭市水元町27番 １ 号　電話　0１43-46-50１4

■印 刷 所　　株式会社日光印刷
　　　　　　　電話　0１43-47-8308

◆　 3月は出会いと別れの季節です。室蘭を離れ、新天地での生活をスタートする卒業生の皆様、ご卒業誠におめで
とうございます。社会人として第一線で活躍される中で、辛いこと、悲しいこと、そしてどうしても解決できない
問題などの壁に直面することがあるかと思います。その際には、厳しくも正しい方向に導いてくださった教授のご
指導、お互いに励まし合った同級生の優しさ、そして室工大の愛されキャラクターであるムロぴょんのことを思い
出してください。簡単ではありませんが、室工大での学びで鍛えられた皆様は、その壁を乗り越え、さらに一歩成
長できると信じております。教職員一同、皆様のことを心から応援しておりますので、困ったことやお手伝いでき
ることがあれば、どうぞお気軽にお声掛けください。
　　皆様が卒業されても、室蘭工業大学は新陳代謝を繰り返し、教育・研究・共創をより一層推進し、進化してまい
ります。今後は、卒業生として室蘭工業大学を応援いただければ幸いです。我々教職員は、少しでも皆様に室工大
の今をお伝えできるよう、広報に必要な発信力を強化してまいります。

　（Garoon：総務広報課秘書広報係、E-mail：koho@muroran-it.ac.jp）

� （総務広報課秘書広報係）

大黒島から見た白鳥大橋


